
令和６年度予算を可決
予算審査特別委員会で審査
４人の議員から一般質問

第
１
回
定
例
会

しんしのつ
お茶の間の議会情報誌

議会通信
Shinshinotsu Village Assembly Information

持続的な保育所の運営とさらなる保育サービスの充実を
目指し、今年度から学校法人小寺学園が村の指定管理を受
けて保育所運営を行っている。
これからも保育士たちがやりがいをもって、新篠津村の子
どもたちや保護者が不安を抱くことなく、楽しくすこやか
な保育所生活が送れるような取り組みを進めてもらいた
いと思っている。

2024年（令和６年）
５月１日発行

第135号
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定
例
会
の
主
な
内
容

補
正
予
算

◎
一
般
会
計（
第
８
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・
公
共
施
設
営
繕
基
金
積
立
金

５
２
０
０
万
円

・
教
育
文
化
振
興
基
金
積
立
金

５
０
０
万
円

・‌�
低
所
得
世
帯
支
援
及
び
定
額

減
税
補
足
給
付
費（
目
新
設
）

１
３
６
４
万
円

・‌�

地
方
創
生
拠
点
施
設
整
備
事

業
補
助
金（
ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ

　
プ
改
修
）�

２
億
３
９
５
４
万
円

・‌�

物
価
高
騰
対
策
生
活
支
援
商

品
券
発
行
事
業
補
助
金

１
８
５
４
万
円

・‌�

村
道
・
公
共
施
設
除
排
雪
業

務
委
託
料�

１
９
３
７
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉

２
億
４
９
７
５
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

42
億
２
５
９
５
万
円

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
（
第
２
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・‌�

北
海
道
ク
ラ
ウ
ド
運
用
負
担

金�

△
78
万
円

・‌�

総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
機
器
使

用
料
負
担
金�

15
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉△

１
８
１
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

７
億
５
３
２
万
円

◎
介
護
保
険
特
別
会
計

　
（
第
３
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・
介
護
給
付
準
備
基
金
積
立
金

82
万
円

・‌�

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

負
担
金�

△
９
０
０
万
円

・‌�

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス

給
付
費
負
担
金

△
４
２
０
万
円

・‌�

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

負
担
金�

△
２
７
０
０
万
円

・‌�

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
給

付
費
負
担
金�

△
１
７
０
万
円

・‌�

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

負
担
金�

２
５
０
万
円

・‌�

特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス

負
担
金�

△
１
５
０
万
円

・
第
１
号
通
所
事
業
負
担
金

１
３
０
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉３

８
１
７
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

４
億
３
３
８
万
円

◎
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
（
第
２
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・‌�

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金�

△
91
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉△

１
６
９
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

６
８
４
１
万
円

条
例
改
正

◎
新
篠
津
村
課
設
置
条
例
及
び

新
篠
津
村
ま
ち
づ
く
り
総
合
計

画
策
定
審
議
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
４
月
１
日
付
け
で

行
政
組
織
機
構
の
一
部
を
改
正

す
る
た
め
、
本
条
例
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

◎
新
篠
津
村
個
人
番
号
の
利
用

及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
及
び

情
報
連
携
に
係
る
規
定
に
つ
い

て
所
要
の
改
正
等
を
行
う
た
め
、

本
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
新
篠
津
村
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
及

び
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　

人
事
院
の
令
和
５
年
度
の
給

与
改
定
に
関
す
る
勧
告
に
鑑
み
、

会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
勉
手

当
を
新
設
す
る
た
め
、
本
条
例

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
新
篠
津
村
立
へ
き
地
保
育
所

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

新
篠
津
村
立
へ
き
地
保
育
所

の
運
営
管
理
に
つ
い
て
、
指
定

令
和
６
年
第
１
回
村
議

会
定
例
会
が
、
３
月
６
日
か

ら
15
日
ま
で
の
10
日
間
の

会
期
を
も
っ
て
招
集
さ
れ

ま
し
た
。

初
日
は
、
村
政
及
び
教
育

行
政
執
行
方
針
の
あ
と
、
補

正
予
算
や
条
例
の
改
正
な

ど
19
件
を
審
議
し
た
結
果
、

全
て
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

令
和
６
年
村
政
執
行
方

針
の
中
で
は
「
新
篠
津
村
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」

を
宣
言
し
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
予
算
審
査

特
別
委
員
会
で
審
議
し
た

新
年
度
予
算
５
会
計
を
原

案
の
と
お
り
可
決
し
、
４
人

の
議
員
か
ら
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

第
１
回

　定
例
会

第
１
回

　定
例
会

令
和
6
年

今秋に改修整備されるホクレンショップ
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管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
た
め
、

本
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
新
篠
津
村
小
規
模
保
育
所
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

新
篠
津
村
小
規
模
保
育
所
の

運
営
管
理
に
つ
い
て
、
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
す
る
た
め
、

本
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
新
篠
津
村
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

◎
新
篠
津
村
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
の

基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◎
新
篠
津
村
地
域
型
保
育
事
業

の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

各
条
例
に
お
け
る
国
基
準
の

一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
本
条
例
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

◎
新
篠
津
村
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　

新
篠
津
村
第
９
期
介
護
保
険

事
業
計
画
の
策
定
及
び
介
護
保

険
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
介
護
保
険
料
を
改
定
す

る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
本
条

例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
新
篠
津
村
公
営
住
宅
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　

よ
り
多
く
の
子
育
て
世
帯
及

び
若
者
夫
婦
世
帯
を
裁
量
階
層

に
位
置
づ
け
、
そ
の
入
居
収
入

基
準
を
引
き
上
げ
る
た
め
、
本

条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
し
ん
し
の
つ
天
文
台
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

利
用
料
金
等
の
設
定
に
係
る

区
分
表
記
の
見
直
し
に
よ
り
改

定
を
行
う
た
め
、
本
条
例
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

◎
新
篠
津
村
普
通
河
川
管
理
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

◎
新
篠
津
村
準
用
河
川
流
水
占

用
料
等
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

消
費
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
本
条
例
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

◎
新
篠
津
村
営
バ
ス
運
行
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

バ
ス
停
留
所
名
の
由
来
と

な
っ
て
い
る
小
学
校
の
統
廃
合

及
び
施
設
の
建
替
等
に
伴
い
、

バ
ス
停
留
所
名
を
現
在
の
停
留

所
近
隣
の
建
物
名
称
及
び
地
区

名
等
へ
変
更
す
る
た
め
、
本
条

例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

一
般
議
案

◎
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て【
施
設
の
名
称
】

新
篠
津
村
立
へ
き
地
保
育
所

　

新
篠
津
村
す
く
す
く
保
育
所

　

新
篠
津
村
た
か
く
ら
保
育
所

新
篠
津
村
小
規
模
保
育
所

　

新
篠
津
村
ひ
ま
わ
り
保
育
所

【
指
定
管
理
者
】

厚
岸
郡
厚
岸
町
宮
園
３
丁
目
115

番学
校
法
人
小
寺
学
園

　

理
事
長　

小
寺　

タ
カ

【
期
間
】

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
11
年
３
月
31
日
ま
で

第
１
回
臨
時
会

｟１
月
29
日
｠

条
例
改
正

◎
新
篠
津
村
手
数
料
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

本
籍
地
以
外
で
の
戸
籍
等
に

係
る
証
明
書
の
交
付
等
及
び
戸

籍
電
子
証
明
書
提
供
用
識
別
符

号
の
発
行
等
に
係
る
手
数
料
に

つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、
一

部
改
正
政
令
に
よ
る
所
要
の
規

定
の
整
備
を
行
う
た
め
、
本
条

例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算

◎
一
般
会
計（
第
７
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・
ふ
る
さ
と
納
税
業
務
委
託
料

５
８
０
０
万
円

・‌�

戸
籍
附
票
シ
ス
テ
ム
改
修
業

務
委
託
料�

２
６
４
万
円

・‌�
た
っ
ぷ
の
湯
空
調
設
備
設
置

工
事�

６
６
０
７
万
円

・
教
育
文
化
振
興
基
金
積
立
金

４
０
０
０
万
円

・
減
債
基
金
積
立
金７

７
８
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉

１
億
７
９
２
８
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

39
億
７
６
２
１
万
円

第
２
回
臨
時
会

｟２
月
14
日
｠

一
般
議
案

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

【
工
事
名
】

　

た
っ
ぷ
の
湯
空
調
設
備
設
置

工
事

【
工
事
概
要
】

　

客
室（
24
室
）、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

温
泉
休
憩
室
、
事
務
室
へ
の
空

調
設
備
設
置

【
契
約
金
額
】　
５
８
３
０
万
円

【
契
約
相
手
方
】

　

恵
庭
市
相
生
町

　

株
式
会
社
玉
川
組

【
工　
期
】

　

令
和
６
年
９
月
30
日
ま
で
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令和６年度

予算
診療所建て替え、保育所運営の指定管理者導入など 　　

医療体制・子育て環境の充実に向けて

一般会計予算の内容

健康で思いやりのあるまちづくりへ

村税
308,870千円
8.5% 使用料等

177,821千円
4.9%

国道支出金
529,540千円
14.6%

村債
188,500千円
5.2%

地方譲与税
52,390千円
1.4%

繰入金
368,892千円
10.2% 繰越金

30,000千円
0.8%

財産収入 
14,849千円
0.4%

諸収入
88,447千円
2.4%地方交付税

1,780,000千円
49.0%

地方消費税
交付金
78,000千円
2.1%

その他交付金
17,691千円
0.5%

【歳出予算構成比】

歳入歳出総額　36億3,500万円
【歳入予算構成比】

議会費
33,070千円
0.9%

予備費
2,000千円
0.1%

総務費
1,076,261千円
29.6%

土木費
420,207千円
11.6%

公債費
453,974千円
12.5%

教育費
259,931千円
7.1%

民生費
648.524千円
17.8%

衛生費
198,332千円
5.5%

商工費
78,249千円
2.1%

農林水産業費
461,452千円
12.7%

諸支出金
3,000千円
0.1%

令和６年度　各会計当初予算
会　　計　　名 予算額（万円） 前年度比（％）

一 　 般 　 会 　 計 ３６億３５００ 　０．５

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 ６億７９００ △３．８
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 － －
介 護 保 険 特 別 会 計 ４億１９００ △２．６
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 ７５００ １１．９

特 別 会 計 　 合  計 １１億７３００ △７．６

企
業
会
計

農 業 集 落 排 水 事 業 １億１１５６ －
収 益 的 収 入 ９７６５ －
収 益 的 支 出 １億１５７ －
資 本 的 支 出 ９９９ －

※農業集落排水事業会計は令和６年度より公営企業会計へ移行
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総

務

費

■ 
山
元
委
員 

　

免
許
証
返
納
サ
ポ
ー
ト
事
業

の
今
後
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

□ 

鈴
木
住
民
課
長 

　

免
許
証
返
納
時
に
６
万
円
分

の
チ
ケ
ッ
ト
を
交
付
し
て
い
る

が
、
事
業
が
始
ま
り
年
数
を
経

過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
す
で

に
全
部
使
用
し
て
い
る
方
も
い

る
と
思
う
。

　

チ
ケ
ッ
ト
を
使
っ
て
し
ま
っ

た
か
ら
動
け
な
い
と
い
う
こ
と

も
出
て
く
る
の
で
、
今
後
何
ら

か
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

■ 

山
元
委
員 

　

冬
期
間
の
吹
雪
時
に
は
防
犯

灯
は
大
変
効
果
が
あ
り
、
自
治

会
所
有
と
し
て
は
増
や
さ
な
い

の
か
。

　

ま
た
、
個
人
が
防
犯
灯
を
設

置
す
る
場
合
に
は
、
ど
う
い
う

条
件
が
あ
る
の
か
。

□ 

鈴
木
住
民
課
長 

　

防
犯
灯
の
設
置
に
関
し
て
は

防
犯
協
会
に
相
談
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
個
人
で
設
置
す
る
場

合
に
つ
い
て
は
、
道
路
沿
い
で

皆
さ
ん
が
必
要
だ
と
い
う
も
の

で
あ
れ
ば
防
犯
灯
助
成
の
対
象

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

■ 

高
橋
委
員 

　

し
の
つ
湖
未
来
会
助
成
金
が

新
年
度
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い

な
い
が
、
小
学
４
年
生
が
行
っ

て
き
た
植
樹
で
生
ま
れ
る
「
心

の
リ
レ
ー
」
を
ど
の
よ
う
に
継

承
し
て
い
く
の
か
。

□ 

中
井
総
務
課
参
事 

　

団
体
側
か
ら
村
か
ら
の
補
助

は
求
め
な
い
と
い
う
申
し
出
が

あ
り
、
予
算
計
上
を
し
て
い
な

い
。

　

団
体
側
か
ら
は
補
助
を
受
け

て
の
植
樹
活
動
は
行
わ
な
い
が
、

引
き
続
き
、
小
学
４
年
生
の
総

合
学
習
の
支
援
を
し
て
い
き
た

い
と
い
う
意
向
が
あ
る
と
聞
い

て
い
る
の
で
、
今
後
も
、
し
の

つ
湖
未
来
会
と
し
て
教
育
支
援

活
動
は
継
続
さ
れ
て
い
く
も
の

と
考
え
て
い
る
。

民

生

費

■ 

竹
村
委
員 

　

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
運
行
事

業
と
し
て
委
託
し
て
い
る
金
額

は
実
績
等
か
ら
見
合
っ
た
も
の

な
の
か
。

　

ま
た
、
運
行
に
対
す
る
指
導

体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

□ 

鈴
木
住
民
課
長 

　

昨
年
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
で
は
「
時
間
ど
お
り
に
来

な
い
」、「
電
話
が
繋
が
ら
な

い
」
な
ど
の
回
答
が
あ
り
、
こ

れ
ら
の
苦
情
に
関
し
て
は
、
見

積
り
合
わ
せ
の
段
階
で
運
行
業

者
に
伝
え
て
い
く
。

　

事
業
費
に
関
し
て
は
、
人
件

費
・
燃
料
費
等
を
考
慮
し
決
め

て
い
る
が
、
今
後
も
事
業
内
容

な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
や
協
議

を
し
て
い
き
た
い
。

一
般
会
計
ほ
か

３
特
別
会
計
な
ど
の

予
算
を

審
議

■
予
算
審
査
特
別
委
員
会

令
和
６
年
度
予
算

大塚　裕樹 委員長

　令和６年第１回村議会定例会初日（６日）に付
託された令和６年度新篠津村各会計歳入歳出予算
案は、予算審査特別委員会（委員長 大塚裕樹、副
委員長 高橋隆光）を設置し、３月８日に審査を行
いました。15日に再開された本議会において審査
報告を行った結果、同委員会の決定のとおり各会
計予算は原案どおり可決されました。
　主な質疑の内容は次のとおりです。
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衛

生

費

■ 

山
元
委
員 

　

建
て
替
え
と
な
る
診
療
所
施

設
に
、
非
常
用
電
源
は
完
備
さ

れ
る
の
か
。

　

ま
た
完
成
後
の
引
き
渡
し
の

時
期
は
い
つ
頃
か
。

□ 

鈴
木
住
民
課
長 

　

非
常
用
電
源
の
備
え
付
け
は

な
い
。
引
き
渡
し
の
時
期
は
、

令
和
６
年
12
月
か
ら
令
和
７
年

１
月
を
予
定
し
て
い
る
。

農
林
水
産
業
費

■ 

林
委
員 

　

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
加
工
実

習
施
設
「
こ
こ
な
ら
」
の
利
用

状
況
と
、
今
後
に
向
け
て
商
品

開
発
を
考
え
て
い
る
人
が
い
る

の
か
。

□ 

金
兵
産
業
建
設
課
長 

　
３
月
末
ま
で
の
利
用
予
約
を

含
め
て
379
名
の
利
用
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。
利
用
日
数
は
146
日
。

１
回
の
利
用
で
３
名
か
ら
４
名

と
い
う
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て

い
る
。
農
閑
期
に
な
り
従
前
か

ら
の
味
噌
づ
く
り
の
ほ
か
、
お

菓
子
作
り
な
ど
に
利
用
さ
れ
て

い
る
。

　

商
品
開
発
と
し
て
は
利
用
者

の
中
に
自
分
で
作
っ
た
野
菜
を

村
の
特
産
品
に
し
て
売
っ
て
い

き
た
い
と
い
う
方
、
ま
た
、
令

和
６
年
度
に
は
保
健
所
の
許
可

を
取
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い

と
い
う
方
も
い
る
と
い
う
状
況

で
あ
る
。

商

工

費

■ 

北
川
委
員 

　

村
民
も
大
変
喜
び
、
商
工
業

者
の
経
済
効
果
も
た
い
へ
ん
大

き
い
事
業
で
あ
っ
た
共
通
商
品

券
発
行
事
業
が
予
算
計
上
さ
れ

て
い
な
い
が
。

□ 

中
井
総
務
課
参
事 

　

平
成
22
年
か
ら
プ
レ
ミ
ア
ム

の
つ
い
た
商
品
券
を
発
行
し
、

コ
ロ
ナ
禍
に
は
交
付
金
を
活
用

し
て
村
独
自
で
商
品
券
の
発
行

も
し
て
き
た
が
、
令
和
５
年
度

繰
越
事
業
と
し
て
村
民
一
人
当

た
り
６
千
円
の
商
品
券
を
発
行

す
る
こ
と
も
あ
り
、
令
和
６
年

度
は
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発

行
は
し
な
い
こ
と
と
な
る
。

■ 

南
部
委
員 

　

天
文
台
敷
地
張
芝
工
事
の
概

要
と
駐
車
場
の
整
備
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

□ 

中
井
総
務
課
参
事 

　

天
文
台
敷
地
ま
わ
り
の
芝
張

り
の
施
工
を
予
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
星
座
観
測
場
と
の
一

体
感
を
持
た
せ
る
た
め
土
盛
り

を
行
い
、
緑
地
と
芝
生
の
整
備

を
行
う
。

　

農
園
の
借
り
ら
れ
て
い
な
い

区
画
を
利
用
し
て
駐
車
場
拡
充

の
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

■ 

高
橋
委
員 

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
か
ら
整

備
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
と
思

う
が
、
令
和
６
年
度
で
予
算
化

さ
れ
実
施
す
る
も
の
は
あ
る
か
。

　

今
後
、
要
望
を
ど
の
よ
う
に

反
映
す
る
考
え
か
。

□ 

中
井
総
務
課
参
事 

　

施
設
の
環
境
整
備
や
備
品
の

購
入
な
ど
10
件
程
度
の
要
望
を

い
た
だ
き
、
コ
ー
ス
内
危
険
防

止
ネ
ッ
ト
へ
の
対
応
と
い
う
事

で
は
、
融
雪
後
に
現
場
で
の
対

応
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
東
側
の
道

路
排
水
の
停
滞
水
か
ら
臭
い
を

発
し
て
い
る
状
況
だ
が
現
状
即

効
性
の
あ
る
対
応
は
厳
し
い
。

　

今
後
、
排
水
の
床
さ
ら
い
や

草
刈
り
な
ど
改
善
策
と
な
る
よ

う
で
あ
れ
ば
対
応
し
て
い
き
た

い
。土

木

費

■ 

林
委
員 

　

備
品
購
入
費
の
公
用
車
に
つ

い
て
の
内
容
は
。

□ 

東
産
業
建
設
課
参
事 

　

平
成
14
年
購
入
の
車
両
が

22
万
キ
ロ
を
超
え
、
昨
年
７
月

に
廃
車
と
し
た
こ
と
か
ら
、
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ト
乗
用
車
を
購
入
す

る
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
鳥
獣
対
策
と
し
て
軽

ト
ラ
ッ
ク
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
１
台
増
強
と
い
う
こ
と
で

購
入
を
考
え
て
い
る
。

■ 

林
委
員 

　

備
品
購
入
費
の
ロ
ー
タ
リ
ー

除
雪
車
と
車
載
式
映
像
鮮
明
化

装
置
に
つ
い
て
の
内
容
は
。

□ 

東
産
業
建
設
課
参
事 

　

平
成
９
年
購
入
の
除
雪
車
の

更
新
と
な
っ
て
お
り
、毎
分
２
・

３
ト
ン
の
除
雪
が
で
き
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

　

映
像
化
鮮
明
装
置
は
除
雪
専

用
車
に
取
り
付
け
、
ホ
ワ
イ
ト

ア
ウ
ト
時
や
吹
雪
時
の
立
ち
往

生
な
ど
生
命
に
関
わ
る
事
態
の

出
動
に
活
用
す
る
。

教

育

費

■ 

山
元
委
員 

　

は
ば
た
け
高
校
生
応
援
支
援

金
に
つ
い
て
、
当
初
は
交
通
費

を
補
助
し
て
い
く
と
い
う
よ
う

な
考
え
も
あ
っ
た
か
と
思
う
。
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従
来
は
高
校
の
進
学
先
と
し

て
岩
見
沢
が
多
か
っ
た
が
、
昨

年
は
札
幌
へ
の
進
学
先
が
多
く

な
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
支

援
金
の
制
度
設
計
に
多
少
検
討

を
加
え
る
時
期
で
は
な
い
か
。

□ 

窪
田
教
育
次
長 

　

現
状
、
交
通
費
の
助
成
と
は

考
え
て
お
ら
ず
、
高
校
生
が
い

る
家
計
へ
の
負
担
を
広
く
助
成

す
る
と
い
う
考
え
で
い
る
。

　

今
後
、
制
度
設
計
の
変
更
に

つ
い
て
は
村
長
部
局
と
協
議
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■ 

高
橋
委
員 

　

尾
形
香
三
夫
追
悼
展
会
場
設

営
等
業
務
委
託
と
し
て
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
追
悼
展
に
至
っ

た
経
緯
と
内
容
は
。

□ 

窪
田
教
育
次
長 

　

昨
年
の
生
涯
学
習
委
員
会
の

な
か
で
、
岩
見
沢
市
で
追
悼
展

が
開
催
さ
れ
て
い
る
の
で
村
で

も
開
催
で
き
な
い
か
と
の
意
見

も
あ
り
、
尾
形
氏
の
奥
様
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
快
諾
い
た
だ
い

た
。

　

実
施
時
期
は
９
月
か
ら
10
月

中
に
自
治
セ
ン
タ
ー
で
１
週
間

程
度
を
予
定
し
て
お
り
、
参
集

範
囲
は
村
内
外
問
わ
ず
尾
形
さ

ん
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
た
く

さ
ん
の
皆
様
に
観
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

■ 

北
川
委
員 

　

昨
年
完
成
し
た
運
動
公
園
大

型
遊
具
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
の
内
容
と
予
算
規
模
は
。

　

ま
た
、
安
全
対
策
の
徹
底
を

図
る
と
言
っ
て
い
る
内
容
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

□ 

窪
田
教
育
次
長 

　

昨
年
完
成
し
て
お
披
露
目
を

し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
５
月

に
な
る
と
思
う
が
運
動
公
園
の

オ
ー
プ
ン
に
併
せ
て
行
い
た
い
。

　

内
容
は
保
育
所
の
子
ど
も
た

ち
に
よ
る
セ
レ
モ
ニ
ー
を
考
え

て
い
る
。

　

ま
た
、
昨
年
講
じ
た
対
策
の

ほ
か
に
サ
ッ
カ
ー
場
か
ら
飛
来

す
る
ボ
ー
ル
に
対
し
て
１
・
５

ｍ
程
度
の
防
球
ネ
ッ
ト
を
施
す

こ
と
と
し
て
い
る
。

■ 

南
部
委
員 

　

小
中
学
校
へ
導
入
し
て
い
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
ト
ラ
ブ
ル

が
増
加
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
今
後
の
更
新
に
向
け

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

□ 

窪
田
教
育
次
長 

　

ト
ラ
ブ
ル
の
中
で
も
画
面
の

破
損
に
関
し
て
小
学
校
で
は
、

机
か
ら
落
と
し
て
し
ま
う
と
い

う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
担
任
を

通
じ
て
指
導
を
お
願
い
し
て
い

る
。
年
々
件
数
が
増
え
て
い
る

修
理
費
は
保
険
で
対
応
し
て
い

る
。

　

現
在
の
も
の
は
令
和
２
年
度

に
国
費
で
導
入
し
て
お
り
、
更

新
時
も
国
か
ら
の
補
助
で
で
き

な
い
も
の
か
と
考
え
て
お
り
今

後
の
更
新
に
向
け
て
検
討
し
て

い
く
。一

般

会

計

歳

入

全

般

■ 

高
橋
委
員 

　

昨
年
度
同
様
、
ゴ
ル
フ
場
利

用
税
交
付
金
を
減
額
す
る
見
込

だ
が
、
こ
れ
は
毎
年
、
値
上
げ

さ
れ
る
プ
レ
ー
料
金
が
減
額
の

要
因
で
は
な
い
の
か
。

　

道
内
ゴ
ル
フ
業
界
の
発
展
の

一
翼
を
担
う
よ
う
な
こ
と
も
考

え
て
い
た
だ
き
、
最
初
の
コ
ン

セ
プ
ト
の
と
お
り
低
料
金
で
多

く
の
幅
広
い
ゴ
ル
フ
ァ
ー
に
プ

レ
ー
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
の

か
。

□ 
中
井
総
務
課
参
事 

　

指
定
管
理
者
か
ら
令
和
６
年

度
の
プ
レ
ー
料
金
の
値
上
げ
に

つ
い
て
協
議
が
あ
っ
た
。

　

理
由
と
し
て
は
、
ゴ
ル
フ
場

維
持
の
人
員
確
保
、
資
材
の
高

騰
も
あ
り
経
費
が
膨
ら
ん
で
い

る
た
め
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

条
例
で
定
め
て
い
る
料
金
の

上
限
の
範
囲
内
と
い
う
こ
と
も

あ
り
承
認
し
た
。

　

関
係
人
口
を
増
や
す
と
い
う

事
か
ら
も
指
定
管
理
者
へ
目
標

設
定
を
示
し
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
を

増
や
す
よ
う
頑
張
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

■ 

山
元
委
員 

　

村
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
取
得
に
向
け
て
の
啓
発
活
動

な
ど
に
よ
り
80
％
弱
の
取
得
率

と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
取

得
率
100
％
に
向
け
て
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
か
。

□ 

鈴
木
住
民
課
長 

　

な
か
な
か
取
得
申
請
に
役
場

に
来
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う

方
は
、
戸
籍
年
金
係
に
問
い
合

わ
せ
を
い
た
だ
け
れ
ば
出
向
い

て
申
請
い
た
だ
く
と
い
っ
た
こ

と
も
行
っ
て
い
る
。

平成27年８月に開催された尾形香三夫・蒼野甘夏氏による
開村120年記念合同展
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国
民
健
康
保
険

特

別

会

計

■ 

高
橋
委
員 

　

こ
こ
数
年
度
で
被
保
険
者
数

と
世
帯
数
に
大
き
な
変
化
は
あ

る
か
。
ま
た
、
保
険
税
が
減
額

に
な
っ
て
い
る
が
、
被
保
険
者

に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
。

□ 

鈴
木
住
民
課
長 

　

被
保
険
者
数
に
つ
い
て
は
令

和
５
年
３
月
末
か
ら
令
和
６
年

２
月
末
で
比
較
す
る
と
49
人
の

減
マ
イ
ナ
ス
４
・
５
％
と
な
っ

て
い
る
。

　

一
般
的
に
保
険
税
が
下
が
れ

ば
保
険
税
率
も
下
が
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
が
、
実
際
は

保
険
税
で
賄
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
る
も
の
に
な
っ
て

お
ら
ず
、
一
般
会
計
の
財
政
支

援
繰
入
金
を
も
っ
て
会
計
運
営

を
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

令
和
６
年
の
国
保
税
率
に
つ

い
て
は
令
和
５
年
の
収
入
を
見

な
い
と
判
断
が
で
き
な
い
こ
と

か
ら
、
税
率
改
正
す
る
場
合
は
、

国
保
運
営
協
議
会
に
諮
問
を
し

て
決
定
す
る
。

【
１
月
】

29
日	

第
１
回
村
議
会
臨
時
会

【
２
月
】

５
日	

石
狩
町
村
議
会
議
長
会
定

例
総
会

14
日	

第
２
回
村
議
会
臨
時
会

22
日	

村
建
設
協
会
通
常
総
会

28
日	

新
年
度
予
算
正
副
議
長
説
明

	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
員
協
議
会

【
３
月
】

４
日	

予
算
勉
強
会

	

議
員
研
修
会

６
日	

第
１
回
村
議
会
定
例
会

（
初
日
）

	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
員
協
議
会

	

行
政
常
任
委
員
会

	

議
会
広
報
特
別
委
員
会

８
日	

予
算
審
査
特
別
委
員
会

15
日	

第
１
回
村
議
会
定
例
会

（
最
終
日
）

	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
員
協
議
会

【
４
月
】

８
日	

議
員
協
議
会

22
日	

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議会に関するアンケートを実施しています

回答にご協力をお願いします

議会に関するアンケートを実施しています

回答にご協力をお願いします

・実施期間：令和６年４月15日（月）から５月31日（金）
・アンケートに関する封書を世帯主様宛に４月15日に発送しております。
・回収方法
次のいずれかの方法による
（１） 持参：新篠津村議会事務局（役場２階）受付時間：８時45分～ 17時15分（土・日・祝日除く）

（２） 郵送：〒068-1192 新篠津村第47線北13番地 新篠津村議会事務局あて（郵送料は各自負担） 

（３） ファクス：0126-57-2226

（４） 電子メール：gikai@vill.shinshinotsu.hokkaido.jp 

（５） ＱＲコード：北海道電子自治体共同システムを活用した
　　　　　　　　 QRコード認証のアンケートフォームで回答いただけます。

※Word形式のアンケート回答用紙を村議会ホームページからダウンロードすることができます。
　新篠津村議会ＨＰ
https://www.vill.shinshinotsu.hokkaido.jp/hotnews/category/40.html

　新篠津村では議会活動の活性化として、議員へ配布する資料のペーパーレス化や、議会本会議の録画
中継設備整備に取り組んでいます。
　村民が議会や議会制度をどのように捉えているのか、また、これまでの議会の活性化や今後の議会の
あるべき姿について分析するため「議会に関する村民アンケート調査」を実施します。

議
会
日
誌
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○
北
川
議
員　
質
問

役
場
内
に
は
総
合
案
内
が
な

く
、
来
庁
さ
れ
た
方
が
ど
こ
に

行
け
ば
良
い
の
か
、
誰
に
声
を

掛
け
て
良
い
か
解
ら
な
い
と

い
っ
た
声
が
度
々
聞
こ
え
て
く

る
。総

合
案
内
を
設
置
し
て
来
庁

者
の
窓
口
と
な
れ
ば
利
便
性
の

向
上
や
、
来
庁
者
と
行
政
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

入
口
正
面
に
設
置
す
る
こ
と

で
、
玄
関
付
近
で
迷
う
人
が
い

な
く
な
り
、
来
庁
者
や
住
民
と

行
政
の
橋
渡
し
と
し
て
総
合
案

内
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

本
村
の
人
口
規
模
に
お
い
て
、

恒
常
的
な
手
続
き
で
来
庁
さ
れ

る
方
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
く
、

職
員
を
配
置
し
て
総
合
案
内
を

設
け
る
に
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
観
点
か
ら
は
良
い
こ
と
と
は

思
う
が
、
コ
ス
ト
面
に
お
い
て

現
実
的
で
は
な
く
厳
し
い
。

住
民
と
の
懇
談
会
な
ど
に
お

い
て
、
役
場
へ
の
印
象
を
お
聞

　令和６年第１回村議会定例会が３月６日から15日の10日間の日程で開催され、議会最終日に４人の

議員が一般質問し、石塚村長に答弁を求めました。

（紙面の都合上、要約し掲載しています。）

村政のここが聞きたい
～４人の議員から８項目を問う～

一般
質問

１　北川　哲也　議員
　① 役場庁舎内総合案内の設置について

２　南部　隆志　議員
　① 福祉施設のエアコン状況と今後の対応について
　② 農業後継者の未来に向けた花嫁対策について
　③ すこやかクリニック解体工事後の跡地利用について

３　林　　和彦　議員
　① 地震などによる災害対策について

４　大塚　裕樹　議員
　①‌� ゼロカーボン宣言と村民への支援を同時に
　② たっぷの湯の大規模改修に向けてビジョンが必要では
　③ 小中学校の防災対策について

一般
質問
北川哲也 議員

住民と行政の橋渡しに

　　総合案内設置が必要では

案内表示板を改善し

　　　　挨拶を励行していく

Q.

A.
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き
す
る
な
か
で
も
、「
雰
囲
気
が

悪
い
」、「
挨
拶
を
し
な
い
」
な

ど
の
批
判
が
あ
る
の
も
承
知
し

て
お
り
、
そ
れ
ら
も
含
め
、
現

在
、
役
場
内
に
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
流
す

な
ど
改
善
の
取
り
組
み
も
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
は
、
当
た
り
前
の
こ
と

で
は
あ
る
が
、
職
員
全
員
が
顔

見
知
り
か
否
か
を
問
わ
ず
、
来

庁
者
の
皆
さ
ん
に
積
極
的
に
挨

拶
を
励
行
し
、「
ど
ち
ら
に
ご

用
で
す
か
」
な
ど
の
、
お
声
が

け
を
す
る
取
り
組
み
を
進
め
つ

つ
、
正
面
玄
関
に
設
置
し
て
あ

る
案
内
表
示
板
の
改
善
に
も
努

め
て
い
く
。

○
南
部
議
員　
質
問

昨
年
夏
季
の
猛
暑
は
村
内
で

最
高
気
温
が
観
測
史
上
初
め
て
、

35
℃
超
え
る
状
況
で
あ
っ
た
。

そ
の
中
で
村
内
の
福
祉
施
設

「
福
祉
園
」「
幸
生
園
」「
ふ
れ
あ

い
の
苑
」
で
の
エ
ア
コ
ン
設
置

状
況
に
つ
い
て
資
料
を
い
た
だ

き
正
直
愕
然
と
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
施
設
利
用
者
の

生
活
環
境
は
十
分
と
ま
で
は
言

わ
な
い
ま
で
も
、
あ
る
程
度
は

保
た
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
。

施
設
ご
と
の
設
置
図
面
か
ら

率
直
な
感
想
と
し
て
、
日
常
生

活
を
過
ご
す
施
設
と
し
て
改
修

工
事
な
ど
は
行
わ
れ
て
は
い
る

も
の
の
、
風
通
し
は
決
し
て
万

全
で
な
く
、
昨
年
の
猛
暑
を
考

え
る
と
利
用
者
の
方
々
、
そ
れ

を
支
え
る
職
員
の
方
々
の
苦
労

は
計
り
知
れ
な
い
も
の
を
感
じ

た
。今

後
、
急
務
な
課
題
と
す
る

案
件
で
は
な
い
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

　

施
設
入
所
者
や
職
員
の
職
場

環
境
に
つ
い
て
、
十
分
に
配
慮

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の
の
、

村
内
の
他
の
事
業
所
等
を
鑑
み

て
も
基
本
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職

場
・
施
設
に
お
い
て
、
対
応
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
エ
ア
コ
ン
設
置
の

助
成
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ

ろ
検
討
し
て
い
な
い
。

　

た
だ
し
、
猛
暑
で
は
な
く
酷

暑
と
い
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
来
て

お
り
、
自
然
災
害
の
よ
う
な
感

じ
で
も
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

ま
ず
は
、
補
助
事
業
対
象
に
な

る
か
ど
う
か
を
石
狩
振
興
局
に

協
議
し
て
い
た
だ
い
て
、
事
業

対
象
外
で
あ
れ
ば
、
村
と
し
て

も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
南
部
議
員　
質
問

新
篠
津
村
は
新
規
農
業
従
事

者
の
数
が
全
道
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
で
、
新
卒
者
や
Ｕ
タ
ー
ン

な
ど
で
就
農
し
た
若
者
た
ち
の

活
気
を
感
じ
る
と
こ
ろ
だ
が
、

彼
ら
の
花
嫁
対
策
に
関
し
て
は

中
々
難
し
い
と
思
う
。

そ
こ
で
、
こ
の
数
年
で
の
婚

活
等
を
応
援
し
た
活
動
と
実
績
、

今
後
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

活
動
内
容
と
し
て
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
対
面
で
の
交
流
会
が
開

催
で
き
ず
、
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流

会
を
開
催
し
て
き
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
に
つ
い

て
は
、「
気
軽
に
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
参
加
で
き
る
」
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、「
距
離
感

が
つ
か
め
な
い
」、「
気
持
ち

や
感
情
が
伝
わ
り
に
く
い
」
な

ど
、
デ
メ
リ
ッ
ト
の
方
が
大
き

い
と
感
じ
て
い
る
。
昨
年
度
は
、

お
見
合
い
と
交
流
会
に
、
そ
れ

ぞ
れ
１
名
が
参
加
し
て
い
る
が
、

ど
の
取
り
組
み
に
お
い
て
も
、

交
際
、
結
婚
に
至
っ
た
と
の
報

告
は
受
け
て
い
な
い
。

一般
質問
南部隆志 議員

猛暑で福祉施設に

　エアコンが必要ではないか

補助対象外となれば

　　村としても検討していく

Q.

A.

未来に繋ぐ農業後継者の

　　　　花嫁対策が重要では

重要な課題ととらえ

　　引き続き事業を継続する

Q.

A.

改善が必要な役場正面玄関の案内表示板
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今
後
の
状
況
に
な
る
が
、

マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
は
、
今
の

時
代
に
お
い
て
女
性
と
出
会
う

有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
り
、

新
年
度
も
継
続
し
た
い
と
考
え

て
お
り
、
新
篠
津
を
知
っ
て
も

ら
い
、
農
業
を
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
に
も
、
村
内
の
資
源
を

活
用
し
、
夏
に
開
催
す
る
の
が

有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

パ
ー
ト
ナ
ー
対
策
は
、
成
果

が
表
れ
に
く
い
事
業
だ
が
、
こ

の
取
り
組
み
は
、
個
人
の
人
生

だ
け
で
な
く
、
村
の
振
興
と
発

展
に
も
大
切
な
役
割
を
果
た
す

も
の
で
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
、

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
事
業
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

○
南
部
議
員　
質
問

新
病
院
は
現
在
の
建
物
の
南

側
に
薬
局
と
共
に
移
転
す
る
こ

と
が
決
定
し
て
お
り
、
病
院
の

建
物
が
完
成
し
業
務
が
始
ま
る

と
現
在
使
用
し
て
い
る
建
物
の

解
体
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

村
内
で
も
中
心
の
位
置
に
面

し
て
お
り
病
院
駐
車
場
だ
け
に

は
そ
の
跡
地
は
広
い
と
思
う
が
、

今
後
の
整
備
活
用
に
関
し
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

解
体
し
た
跡
地
に
は
、
新
し

い
駐
車
場
と
新
し
い
車
庫
を
配

置
し
、
そ
の
駐
車
場
の
面
積
を

除
く
と
、
土
地
の
大
き
さ
は
約

50
ｍ
×
60
ｍ
ぐ
ら
い
で
あ
り
、

実
際
に
そ
の
大
き
さ
を
目
の
当

た
り
に
し
て
か
ら
で
な
い
と
、

わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

様
々
な
活
用
方
法
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

さ
わ
や
か
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

隣
接
し
て
い
る
こ
と
で
、
ト
イ

レ
問
題
も
解
消
さ
れ
、
活
用
し

て
い
く
ひ
と
つ
と
し
て
は
、
ま

ず
は
「
青
空
ま
つ
り
」
で
の
更

な
る
拡
大
に
利
用
し
た
り
、
新

た
な
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
の

活
用
が
考
え
ら
れ
る
が
、
安
全

面
に
配
慮
す
る
こ
と
が
第
一
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
イ
ベ
ン

ト
を
行
う
際
に
は
、
バ
ス
停
留

所
を
考
慮
し
、
交
通
事
故
に
は

十
分
注
意
し
て
活
用
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

○
林
議
員　
質
問

　

１
月
に
発
生
し
た
石
川
県
能

登
半
島
で
の
地
震
は
、
改
め
て

地
震
の
恐
ろ
し
さ
を
痛
感
さ
れ

る
出
来
事
で
あ
っ
た
。

　

災
害
は
い
つ
起
き
る
か
わ
か

ら
な
い
の
で
日
頃
か
ら
防
災
対

策
の
意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と

が
、
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て

い
る
。

　

村
で
も
令
和
４
年
に
地
域
防

災
計
画
が
修
正
さ
れ
て
お
り
、

災
害
時
の
対
応
策
が
文
章
化
さ

れ
て
い
る
が
、
村
民
の
認
知
度

は
そ
れ
ほ
ど
高
い
と
は
思
え
な

い
。
こ
の
計
画
を
多
く
の
村
民

に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

ま
た
、
災
害
時
の
基
本
と
な

る
考
え
は
「
自
助
」・「
共
助
」・

「
公
助
」
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

個
人
の
非
常
食
備
蓄
の
必
要
性

や
、
各
自
治
区
の
避
難
所
で
の

防
災
用
品
の
確
保
な
ど
、
村
が

積
極
的
に
防
災
計
画
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
が
、
も
し
も
の
時

に
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
。

　

今
後
の
防
災
に
向
け
た
対
策

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

一般
質問
林　和彦 議員

今後の防災に向けた

　　対策をどう考えているか

防災への備えを促して

　　　防災への周知に努める

Q.

A.

すこやかクリニックの

　跡地をどう考えているか

新たなイベント会場など

　　　の活用が考えられる

Q.

A.

国保診療所として昭和47年に建築され52年が経過する「すこやかクリニック新篠津」
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○
石
塚
村
長　
答
弁

　

防
災
計
画
は
そ
の
状
況
に
応

じ
て
修
正
を
か
け
、
整
備
は
し

て
お
り
、
備
蓄
品
に
つ
い
て
も
、

防
災
備
蓄
整
備
計
画
に
基
づ

き
、
も
し
も
の
時
に
備
え
た
必

要
な
備
蓄
品
を
確
保
し
て
い
る

が
、
災
害
の
規
模
や
避
難
所
生

活
の
日
数
等
で
必
要
数
は
変
わ

り
、
現
在
の
確
保
数
が
必
ず
し

も
十
分
と
は
言
え
な
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
い
ろ
い
ろ
な
団
体
・

企
業
な
ど
と
災
害
協
定
を
結
ん

で
お
り
、
災
害
時
に
は
物
資
や

燃
料
等
、
様
々
な
必
要
な
支
援

を
し
て
い
た
だ
け
け
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
災
害
時
に
お
い
て

は
「
自
助
」
が
か
な
り
重
要
で

あ
り
、
必
要
最
低
限
の
非
常
用

持
ち
出
し
の
準
備
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

最
近
の
大
型
地
震
等
で
、
災

害
に
対
す
る
意
識
は
高
い
と
思

う
が
、
防
災
に
対
す
る
備
え
等

を
村
民
に
十
分
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
村
自
主
防
災
組
織

連
絡
会
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
、

あ
ら
ゆ
る
方
法
で
村
民
に
対
し
、

防
災
に
向
け
た
周
知
等
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

○
大
塚
議
員　
質
問

経
済
産
業
省
で
は
、
エ
コ

キ
ュ
ー
ト
の
導
入
や
交
換
（
買

い
替
え
）
を
行
う
と
、
１
台
あ

た
り
８
万
円
～
13
万
円
の
補
助

金
を
交
付
し
て
い
る
。

こ
れ
は
「
給
湯
省
エ
ネ
２
０

２
４
事
業
」
に
よ
る
一
般
家
庭

へ
の
「
高
効
率
給
湯
器
」
の
導

入
支
援
事
業
の
一
環
で
、
電
気

温
水
器
の
撤
去
費
用
も
対
象
と

な
る
。
こ
の
事
業
に
村
も
プ
ラ

ス
す
れ
ば
、
多
く
の
村
民
が
効

率
の
よ
い
給
湯
器
を
導
入
で
き

る
こ
と
に
な
る
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
け
て
村

単
独
で
は
な
く
、
国
や
道
と
協

調
し
な
が
ら
燃
油
高
騰
で
苦
し

ん
で
い
る
村
民
に
メ
リ
ッ
ト
の

あ
る
政
策
を
加
速
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

令
和
６
年
度
当
初
予
算
で
、

「
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

策
定
支
援
業
務
」
を
計
上
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
こ
の
計
画
策
定

の
中
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

踏
ま
え
た
方
策
や
具
体
的
な
施

策
に
つ
い
て
展
開
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
。

計
画
を
策
定
し
て
い
く
上
で

は
、
住
民
や
事
業
者
の
皆
様
、

そ
し
て
幅
広
い
関
係
者
と
の
連

携
や
協
働
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
こ
と
が
一
番
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

二
酸
化
炭
素
の
排
出
は
、
私

た
ち
の
生
活
に
密
接
に
関
係
し

て
お
り
、
一
人
ひ
と
り
に
環
境

意
識
が
定
着
す
る
よ
う
、
ま
た
、

温
暖
化
対
策
活
動
に
積
極
的
に

関
わ
る
こ
と
で
、
日
常
生
活
に

起
因
し
て
発
生
す
る
二
酸
化
炭

素
の
排
出
を
減
少
さ
せ
て
い
く
。

事
業
者
に
お
い
て
は
、
経
営

方
針
や
事
業
内
容
、
規
模
に
照

ら
し
合
わ
せ
、
創
意
工
夫
と
適

切
な
取
り
組
み
、
自
主
的
な
環

境
活
動
の
実
践
、
環
境
負
荷
の

少
な
い
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
活

動
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
の
排

出
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
が
出

来
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。

今
後
は
、
環
境
省
や
そ
の
他

関
係
省
庁
と
も
連
携
を
取
り
な

が
ら
、次
年
度
か
ら
始
ま
る「
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
策
定

委
員
会
」
の
な
か
で
検
討
し
て

い
き
た
い
。

○
大
塚
議
員　
質
問

た
っ
ぷ
の
湯
は
、
村
の
観
光

施
設
の
要
で
も
あ
り
、
令
和
８

年
に
大
規
模
改
修
す
る
と
聞
い

て
い
る
が
、
専
門
家
も
入
れ
て

し
っ
か
り
と
し
た
議
論
を
し
て
、

村
民
に
今
ま
で
以
上
に
メ
リ
ッ

ト
の
あ
る
施
設
に
す
べ
き
だ
と

思
う
。

ま
た
、
今
後
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
を
意
識
し
た
持
続
可
能
な
観

光
施
設
と
し
て
、
農
業
と
福
祉

と
観
光
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
施

設
に
す
る
た
め
に
基
本
的
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
示
し
て
頂
け
な
い
と

村
民
の
納
得
は
得
ら
れ
な
い
の

で
は
な
い
か
。

一般
質問
大塚裕樹 議員

国や道と協調して

　　　　村民への支援加速を

計画策定のなかで

　　　　施策を検討していく

Q.

A.

基本的ビジョンを示し

　　　村民の理解を得ては

村民から喜ばれる

　　施設の改修を進めたい

Q.

A.
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○
石
塚
村
長　
答
弁

老
朽
度
調
査
の
結
果
報
告
が

３
月
下
旬
に
委
託
業
者
か
ら
報

告
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
、
工
事
実
施
年
ま
で
の
間

に
改
修
計
画
を
立
て
て
い
く
。

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
単
な

る
改
修
に
留
め
ず
、
特
に
温
泉

施
設
部
分
に
手
を
加
え
、
村
外

か
ら
の
誘
客
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
村
民
か
ら
喜
ば
れ
健
康
の

維
持
・
増
進
に
も
寄
与
す
る
施

設
と
な
る
よ
う
改
修
を
進
め
て

い
き
た
い
。

少
子
高
齢
化
が
進
む
現
代
、

本
村
に
お
い
て
も
大
き
な
課
題

と
し
て
い
る
人
口
減
少
対
策
の

一
助
と
な
る
べ
く
、
関
係
人
口

や
交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な
が

る
事
業
と
し
た
い
と
も
考
え
て

お
り
、
施
設
の
改
修
計
画
に
あ

た
っ
て
は
、
た
っ
ぷ
の
湯
を
含

め
た
観
光
エ
リ
ア
と
し
て
の
あ

り
方
な
ど
も
考
え
に
加
え
、
関

係
各
所
や
専
門
家
か
ら
の
意
見

や
ア
イ
デ
ィ
ア
な
ど
を
頂
き
な

が
ら
計
画
を
固
め
、
改
修
内
容

の
方
向
性
が
定
ま
っ
て
く
る
時

期
に
は
皆
様
方
に
も
お
示
し
、

ご
理
解
を
得
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

ま
た
、
施
設
改
修
に
伴
う
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
を
意
識
し
た
施
設

づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
改
修
事

業
の
実
施
に
伴
い
、
今
後
関
わ

る
設
計
業
者
や
建
築
業
者
と
も

協
議
を
重
ね
、
ど
の
様
な
取
り

組
み
方
が
可
能
か
検
討
し
、
村

の
財
政
状
況
と
の
バ
ラ
ン
ス
も

図
り
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

農
業
・
福
祉
・
観
光
が
マ
ッ

チ
ン
グ
し
た
施
設
改
修
を
ど
の

様
に
進
め
る
か
に
つ
い
て
も
、

村
の
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
を

ベ
ー
ス
と
し
た
考
え
を
今
後
の

改
修
計
画
の
中
に
も
反
映
す
る

よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

○
大
塚
議
員　
質
問

昨
年
、
Ｊ
Ａ
が
災
害
時
に
お

け
る
地
域
住
民
の
防
災
拠
点
と

し
て
、
ク
リ
ー
ン
な
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

非
常
用
発
電
機
を
完
備
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
冬
期
間

の
停
電
対
策
と
し
て
非
常
に
有

効
で
あ
り
、
災
害
時
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
と
し
て
一
番
効
果
が
あ

る
取
組
だ
と
思
う
。

現
状
、
役
場
と
自
治
セ
ン

タ
ー
、
Ｊ
Ａ
新
し
の
つ
に
は
、

非
常
用
発
電
機
が
設
置
さ
れ
て

い
る
が
、
小
中
学
校
に
は
設
置

さ
れ
て
い
な
い
。

１
月
の
能
登
半
島
で
も
災
害

の
避
難
所
と
し
て
、
小
中
学
校

が
一
番
活
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
特
に
冬
期
間
の
災
害

に
よ
っ
て
停
電
の
リ
ス
ク
に
よ

り
暖
房
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、

小
中
学
校
に
も
非
常
用
発
電
機

の
設
置
が
急
務
だ
と
思
っ
て
い

る
が
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
も
意
識

し
て
整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

現
在
、
避
難
所
は
小
中
学
校

と
各
地
区
の
会
館
や
福
祉
施
設

な
ど
予
備
も
含
め
10
ヵ
所
の
ほ

か
、
Ｊ
Ａ
新
し
の
つ
の
２
階
の

大
会
議
室
も
新
た
に
避
難
所
と

し
て
追
加
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。村

民
が
避
難
す
る
場
所
は
、

防
災
計
画
に
基
づ
き
、
ど
こ
に

避
難
す
れ
ば
良
い
か
を
防
災

マ
ッ
プ
で
示
し
て
い
る
が
、
市

街
地
区
に
お
い
て
は
、
小
中
学

校
も
避
難
所
と
な
っ
て
お
り
体

育
館
の
み
な
ら
ず
、
教
室
等
も

避
難
所
の
部
屋
と
し
て
活
用
で

き
る
た
め
、
か
な
り
大
き
な
避

難
所
と
し
て
利
用
で
き
る
こ
と

か
ら
、
重
要
な
避
難
所
の
ひ
と

つ
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
村
は
３
月
６
日
の

議
会
定
例
会
初
日
に
お
い
て
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
宣
言
を
し
た
。

今
後
い
つ
起
こ
る
か
も
し
れ

な
い
大
規
模
災
害
に
備
え
、
ど

の
よ
う
に
整
備
し
て
い
く
の
が

よ
い
方
策
か
、
施
設
の
非
常
用

自
家
発
電
機
設
置
の
有
無
も
含

め
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

非常用発電機の設置

　　　　　小中学校が急務では

避難所施設の発電機の

　　　有無も含め今後検討する

Q.

A.

大規模改修で交流人口増加が期待されるたっぷの湯
（写真はレストラン）

令和６年村政執行方針のなかで宣言
した「新篠津村ゼロカーボンシティ
宣言書」
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議
会
通
信
し
ん
し
の
つ　

 （
令
和
６
年
５
月
１
日
発
行
）

発
行
／
新
篠
津
村
議
会　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会　

　
☎（
０
１
２
６
）　　
　

住
所
／
北
海
道
石
狩
郡
新
篠
津
村
第
47
線
北
13
番
地　
　

５
７-

２
１
１
１

編
集
後
記

黄
色
い
交
通
安
全
帽
子
の
新
一

年
生
と
真
新
し
い
ブ
レ
ザ
ー
姿
の

中
学
生
の
君
た
ち
の
笑
顔
が
、
村

に
も
春
を
運
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

早
い
も
の
で
昨
春
の
統
一
地
方

選
挙
か
ら
一
年
が
経
過
し
、
新
人

議
員
だ
っ
た
私
も
様
々
な
村
の
行

事
に
参
加
し
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
村
最
大
イ
ベ
ン
ト

の
青
空
ま
つ
り
が
コ
ロ
ナ
禍
を
経

て
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
村
内

外
か
ら
多
く
の
方
が
訪
れ
大
盛
況

だ
っ
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

ま
た
昨
夏
は
、
こ
れ
ま
で
エ
ア

コ
ン
と
は
無
縁
だ
っ
た
北
の
暮
ら

し
を
一
変
さ
せ
る
過
去
最
高
と
な

る
36
・
３
℃
の
猛
暑
日
が
札
幌
市

で
観
測
さ
れ
る
な
ど
、
農
作
物
の

生
育
に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し

た
年
で
も
あ
っ
た
の
で
、
今
年
の

夏
は
、
ほ
ど
ほ
ど
の
暑
さ
で
経
過

し
て
ほ
し
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
傍
聴
し
な
け

れ
ば
分
か
ら
な
か
っ
た
議
場
の
様

子
を
今
年
の
第
１
回
議
会
定
例
会

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
し

て
い
ま
す
。

議
会
を
い
つ
で
も
視
聴
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
議
場
で
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
議
論
さ
れ
て
い
る

の
か
、
是
非
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。�

（
北
川　
記
）

令和６年 第２回定例会のお知らせ

　６月13日（木）

　　～６月19日（水）予定

どなたでも傍聴
できます。
皆さんのご来庁
をお待ちしてお
ります。

議会議員研修会

　令和５年度新篠津村議会議員研修会を３月
４日に開催しました。
　研修会では、「天体観測の基礎知識」をテー
マに、たっぷ天文台長である村総務課商工観
光係 地域おこし協力隊 山本修 氏に講演してい
ただきました。

村役場２号会議室で開催した議員研修会

　本会議などの中継（録画）をイン
ターネットで配信しています。
　詳しくは新篠津村議
会ホームページをご覧
ください。

　議会通信しんしのつは、新篠津村議
会ホームページからでもご覧いただけ
ます。
　過去の議会通信も配
信しております。
　ぜひ、ご覧ください。

議会通信しんしのつ

議会インターネット中継


